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補
正
後
は
、
一
般
会
計
１
１
３
６
億

９
９
９
７
万
１
千
円
、
特
別
会
計
（
企

業
会
計
含
む
）
１
１
５
０
億
９
８
１
３

万
９
千
円
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の

合
計
で
２
２
８
７
億
９
８
１
１
万
円
と

な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
補
正
後
の
内
訳
は
、
歳

入
で
は
市
税
６
４
６
億
５
１
０
万
８
千

円
（
構
成
比　

・
８
％
）
、
国
庫
支
出

５６

金
１
２
３
億
２
６
２
４
万
７
千
円
（
同

　

・
８
％
）
、
都
支
出
金　

億
３
５
０

１０

９９

５
万
３
千
円
（
同
８
・
７
％
）
、
繰
入

金　

億
９
９
０
０
万
５
千
円
（
同
３
・

４３
９
％
）
、
地
方
消
費
税
交
付
金　

億
６

４０

９
０
１
万
２
千
円
（
同
３
・
６
％
）
の

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
民
生
費
４
１
７
億
６
９

２
７
万
４
千
円
（
構
成
比　

・
７
％
）、

３６

教
育
費
１
４
７
億
５
３
８
万
５
千
円

（
同　

・
９
％
）
、
総
務
費
１
４
６
億

１２

１
５
７
万
３
千
円
（
同　

・
８
％
）
、

１２

土
木
費
１
４
１
億
４
０
０
３
万
６
千
円

（
同　

・
４
％
）
、
衛
生
費
１
３
４
億

１２

２
５
１
７
万
７
千
円
（
同　

・
８
％
）

１１

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い

る
科
目
別
の
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り

で
す
（
１
万
円
未
満
は
切
捨
て
）
。

【
民
生
費
】
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整

備
補
助
金
（
１
億
６
９
０
３
万
円
）
、

待
機
児
童
解
消
緊
急
対
策
補
助
金
（
１

５
０
０
万
円
）
、
重
度
障
が
い
児
者
医

療
連
携
支
援
事
業
補
助
金
（
１
４
５
万

円
）

【
衛
生
費
】
塵
芥
処
理
施
設
整
備
工
事

費
（
１
億
５
３
８
０
万
円
）

【
農
林
費
】
小
山
田
地
区
、
小
野
路
西

部
地
区
用
地
購
入
費
（
３
億
７
５
３
０

万
円
）

【
消
防
費
】
常
備
消
防
都
委
託
料
（
２

億
６
５
１
０
万
円
）

【
教
育
費
】
小
学
校
新
設
等
設
計
委
託

料
（
２
７
３
０
万
円
）

　
　

月　

日
、
「
相
模
原
市
南
保
健
福

１１

１３

祉
セ
ン
タ
ー
」
を
会
場
に
、
石
阪
丈
一

市
長
と
相
模
原
市
の
小
川
勇
夫
市
長
に

よ
る
首
長
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

町
田
市
と
相
模
原
市
は
、
境
川
を
挟

ん
で
接
し
、
文
化
、
経
済
、
交
通
な
ど

密
接
な
つ
な
が
り
が
あ
り
、
一
体
と
な

っ
た
生
活
圏
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
共
通
す
る
行
政
課
題
へ
の

対
応
や
市
域
を
越
え
た
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
が
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
両
市
を
合
わ
せ
た
人
口
は
約
１

０
８
万
人
に
の
ぼ
り
、
国
が
策
定
し
た

第
５
次
首
都
圏
基
本
計
画
に
お
い
て
、

「
町
田
・
相
模
原
業
務
核
都
市
」
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
る
な
ど
、
国
や
都
県

の
計
画
に
お
い
て
も
両
市
は
広
域
的
な

連
携
・
交
流
の
拠
点
と
な
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

両
市
の
首
長
懇
談
会
は
、
１
９
９
３

年
か
ら
開
催
し
て
お
り
、
今
回
で　

回
１４

目
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
懇
談
会

で
は
、
図
書
館
、
宿
泊
施
設
、
高
齢
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
等
の
相
互
利
用
、
災
害

時
の
相
互
応
援
協
定
締
結
、
大
学
と
地

域
の
連
携
方
策
に
関
す
る
共
同
研
究
な

ど
を
合
意
し
、
成
果
を
上
げ
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
懇
談
会
で
は
、
初
め
に
今
ま

で
の
首
長
懇
談
会
で
合
意
さ
れ
、
両
市

が
共
同
で
行
っ
た
大
学
・
地
域
連
携
方

策
に
関
す
る
研
究
報
告
と
境
川
の
民
俗

に
関
わ
る
調
査
研
究
の
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、
相
模
原
市
か
ら

は
、
津
久
井
地
域
と
の
合
併
、
米
軍
再

編
に
伴
う
基
地
返
還
、
産
業
の
活
性
化

に
つ
い
て
の
話
題
が
提
供
さ
れ
、
町
田

市
か
ら
は
、
ご
み
ゼ
ロ
市
民
会
議
、
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
行
政
経
営
改
革
に
つ

い
て
話
題
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

自
由
討
論
で
は
、
ご
み
の
有
料
化
や

焼
却
施
設
の
建
替
え
問
題
に
つ
い
て
の

情
報
交
換
や
、
産
業
集
積
基
盤
の
形
成

な
ど
幅
広
い
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
小
田
急
多
摩
線
延
伸
問
題

に
つ
い
て
は
、
両
市
合
同
で
検
討
を
行

な
う
た
め
、
事
務
レ
ベ
ル
に
よ
る
「
小

田
急
多
摩
線
延
伸
検
討
会
」
を
設
置
す

る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
後
も
こ
う
し
た
懇
談
会

を
続
け
、
豊
か
な
市
民
生
活
の
実
現
を

目
指
し
て
、
両
市
の
連
携
を
推
進
す
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

□問
 

企
画
調
整
課
11
７
２
４
・
２
１
０
３

　

市
で
は
、
大
学
と
行
政
・
地
域
と
の

連
携
・
交
流
を
よ
り
深
め
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
、　

月
６
日
に
市
内
の

１１

ホ
テ
ル
で
「
２
０
０
６
年
度
町
田
市
学

長
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
１
９
９
５
年
５
月
に

設
置
さ
れ
、
今
回
で
６
回
目
に
な
り
ま

す
。
石
阪
市
長
、
両
助
役
、
教
育
長
を

は
じ
め
、
大
学
・
短
期
大
学
長
や
副
学

長
等
が
一
堂
に
会
し
、
「
大
学
・
短
期

大
学
と
行
政
・
地
域
と
の
相
互
の
連

携
」
を
テ
ー
マ
に
、
最
近
の
市
と
大
学

・
短
期
大
学
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
情

報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
内
に
は
、
現
在
、
桜
美
林
、
国
士

舘
、
昭
和
薬
科
、
玉
川
、
東
京
家
政
学

院
、
東
京
女
学
館
、
法
政
、
和
光
の
八

の
連
携
が
一
層
進
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。
今
後
は
、
こ
の
包
括
協
定
を
も
と

に
、
学
生
が
地
域
で
活
躍
す
る
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
や
、
大
学
施
設
の
活
用

に
よ
る
地
域
住
民
の
利
便
性
の
向
上
、

市
が
持
っ
て
い
る
情
報
資
源
の
提
供
に

よ
る
大
学
研
究
活
動
の
充
実
な
ど
に
向

け
、
市
と
大
学
等
と
の
間
で
、
協
議
を

行
う
機
会
を
設
け
る
予
定
で
す
。

□問
 

企
画
調
整
課
11
７
２
４
・
２
１
０
３

　
　

月　

日
に
、
協
働
に
よ
る
道
路
環

１０

２３

境
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
（
ア
ダ

プ
ト
・
ア
・
ロ
ー
ド
事
業
）
の
一
つ
と

し
て
、
市
と
東
京
家
政
学
院
大
学
は
相

原
駅
西
口
案
内
看
板
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
今

回
の
協
定
締
結
は
、
ア
ダ
プ
ト
・
ア
・

ロ
ー
ド
事
業
と
し
て
は　

例
目
で
、
大

１２

学
と
の
協
定
締
結
と
し
て
は
初
め
て
の

取
り
組
み
で
す
。

　

こ
の
協
定
は
同
大
学
が
相
原
駅
西
口

周
辺
の
案
内
看
板
の
設
置
や
そ
の
後
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
担
う
こ
と
を
取
り
決

め
た
も
の
で
、
同
駅
西
口
を
利
用
す
る

市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
向
上
を
目
指

す
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
今
後
も
地
域
の
大
学
等
と

連
携
し
て
誰
も
が
安
心
し
て
気
持
ち
よ

く
利
用
で
き
る
道
路
環
境
作
り
を
進
め

ま
す
。

※
こ
の
記
事
に
関
し
た
情
報
を
町
田
市

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
併
せ
て
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。

町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
市
の
組
織
別

分
類
↓
建
設
部
↓
道
路
管
理
課

□問
 

道
路
管
理
課
11
７
２
４
・
１
１
５
１

包括協定に参加した大学包括協定締結により目指す連携の内容
青山学院大学
麻布大学
桜美林大学
恵泉女学園大学
国士舘大学
昭和薬科大学
玉川大学
多摩美術大学
東京家政学院大学
東京女学館大学
東京造形大学
東京田中短期大学
法政大学
和光大学　（５０音順）

（１）町田市が地域課題の解決を図るために、大学
等が持つ知的財産を活用すること。

（２）町田市が地域住民の利便性の向上を図るため
に、大学等が持つ施設を活用すること。

（３）学生が地域の担い手として活躍するための仕
組みをつくること。

（４）大学等が地域住民を対象としたサービスを提
供すること。

（５）調査、研究のために必要となる情報を町田市
が大学等に提供すること。

（６）その他

首
長
懇
談
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
石
阪
市
長
。

向
か
い
は
小
川
相
模
原
市
長

東東

京京

家家

政政

学学

院院

大大

学学

とと

相相

原原

駅駅

西西

口口

のの

案案
内内
看看
板板
のの
設設
置置
及及
びび
管管
理理
にに
関関
すす
るる
協協
定定
をを
締締
結結

地
域
の
大
学
と
町
田
市
が
包
括
協
定
を
締
結

地
域
の
大
学
と
町
田
市
が
包
括
協
定
を
締
結

　

平
成　

年
第
４
回
市
議
会
定
例
会
が　

月
１
日
に
開
会
さ
れ
ま
す
。
本
議
会

１８

１２

に
は
平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど　

議
案
が
提
案
さ
れ
ま
す
。

１８

２６

　

議
案
等
の
内
訳
は
予
算
４
件
、
条
例
９
件
、
契
約
２
件
、
町
区
域
の
変
更
６

件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
３
件
、
報
告
承
認
２
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
期
は

今
月　

日
ま
で
で
す
。

２２

月
議
会
が
開
会

　

月
議
会
が
開
会

１２１２

会
期
は

日
ま
で

会
期
は　

日
ま
で

２２２２

町町田田市市・・相相模模原原市市

首長懇談会を開催首長懇談会を開催

大
学
と
、
東
京
田
中
、
鶴
川
女
子
の
二

短
大
、
近
隣
に
は
青
山
学
院
、
麻
布
、

恵
泉
女
学
園
、
多
摩
美
術
、
東
京
工

業
、
東
京
造
形
の
六
大
学
が
あ
り
、
地

域
の
皆
さ
ん
な
ど
と
交
流
を
行
っ
て
い

ま
す
。

包
括
協
定
の
締
結

　

今
回
の
懇
談
会
で
は
、
市
と
地
域
の

大
学
・
短
期
大
学
が
、
お
互
い
の
持
つ

特
色
を
活
用
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、
地

域
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
や
、
地
域
全

体
の
教
育
・
研
究
力
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
包
括
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
市
で
は
、
既
に
学
校
教
育
や
生
涯

学
習
、
防
災
な
ど
の
分
野
で
連
携
を
す

す
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
包
括
協
定
に

よ
り
、
よ
り
多
く
の
分
野
で
大
学
等
と

町田市町田市
学長懇談会学長懇談会をを
　　　　開催開催

補
正
予
算
案

　

今
回
の
補
正
額
は
、
一
般
会
計
１
億

５
９
１
０
万
４
千
円
、
特
別
会
計　

億
１７

７
４
０
６
万
５
千
円
、
一
般
会
計
と
特

別
会
計
の
合
計
で
、　

億
３
３
１
６
万

１９

９
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
歳
入
の
主
な

も
の
は
、
繰
入
金
４
億
３
６
８
６
万
９

千
円
、
国
庫
支
出
金
１
億
１
８
３
１
万

６
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
く
歳

出
の
主
な
も
の
は
、
農
林
費
３
億
７
４

４
５
万
円
、
消
防
費
２
億
３
５
２
６
万

４
千
円
、
民
生
費
１
億
７
５
８
８
万
１

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

補
正
予
算
な
ど

議
案
を
審
議

２６

条
例
案

　

２
０
０
７
年
４
月
１
日
に
、
施
設
営

繕
を
全
庁
的
に
統
括
す
る
機
能
を
も
つ

営
繕
課
を
総
務
部
に
設
置
す
る
た
め
、

総
務
部
及
び
建
設
部
の
分
掌
事
務
を
改

正
す
る
「
町
田
市
組
織
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
、
消
防
組
織
法
の
改

正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
「
町

田
市
消
防
団
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
、
児
童
福
祉
法
の
改

正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
「
町

田
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」
、
２
０
０
６
年
８
月
に

「
町
田
都
市
計
画
忠
生
第
二
地
区
地
区

整
備
計
画
区
域
」
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
地

区
が
２
区
追
加
さ
れ
た
た
め
、
当
該
地

区
を
加
え
る
「
町
田
市
地
区
計
画
の
区

域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
地

方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成　

年
法
律
第　

号
）
に
よ
り
、

１８

５３

組
合
規
約
の
中
で
定
め
ら
れ
て
い
る
収

入
役
を
廃
止
し
、
会
計
管
理
者
を
置
く

「
東
京
都
十
一
市
競
輪
事
業
組
合
規
約

の
一
部
を
改
正
す
る
規
約
」
ほ
か
４
件

な
ど
で
す
。

※
本
紙　

月　

日
号
に
掲
載
し
た
「
市

１１

２１

議
会
の
う
ご
き
」
の
会
議
の
日
程
・
時

間
等
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。


